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仲
間
と
一
緒
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
創
設
し
、
倉
島
監
督
（
当
時

は
鬼
の
倉
島
と
い
っ
て
い
た
が
）
の
も
と
で
旭
丘
高
校
の
体
育
館
を
借

り
て
夜
遅
く
ま
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
環
境
で
私
の
人
間
力
の

土
台
が
創
ら
れ
た
よ
う
で
、
い
つ
も
「
札
幌
大
学
」「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
」
を
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

開
校
の
1
9
6
7
年
4
月
は
出
来
立
て
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
大
学
で
し
た
が
、

サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、
体
操
ダ
ン
ス
、
器
械
体
操
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

の
活
躍
で
道
内
の
大
学
ス
ポ
ー
ツ
界
に
一
躍
札
幌
大
学
の
名
を
と
ど
ろ

か
し
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
活
躍
の
効
果
も
あ
り
、
仲
間
た
ち

が
多
く
入
学
し
て
き
ま
し
た
。

　

体
育
連
合
会
は
開
校
の
翌
年
に
部
活
動
の
統
括
・
推
進
の
た
め
発
足

し
ま
し
た
。
大
学
の
発
展
と
共
に
成
長
を
続
け
北
海
道
の
学
生
ス
ポ
ー

ツ
を
牽
引
し
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
背
景

に
は
、熱
心
に
指
導
さ
れ
る
先
生
、そ
れ
に
応
え
て
熱
い
汗
を
流
す
部
員
、

環
境
整
備
等
で
暖
か
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
職
員
、
後
輩
の
た
め
に
熱
い
応

援
と
援
助
す
る
O
B
・
O
G
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
全
体
を
円
滑
に
進
め

る
連
合
会
、
こ
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
記
念
す
べ

き
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

札
幌
大
学
ス
ポ
ー
ツ
発
展
の
推
進
役
で
あ
る
体
育
連
合
会
の
役
割
は

益
々
重
要
に
な
っ
て
来
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
外
活
動
は
集
団
生
活
の

中
で
自
分
を
知
り
、
仲
間
を
知
り
、
基
本
動
作
を
学
ん
で
人
間
力
を
養

う
こ
と
が
出
来
る
大
変
重
要
な
場
で
す
。
今
後
も
札
幌
大
学
の
発
展
そ

し
て
連
合
会
の
発
展
の
為
に
ご
尽
力
を
い
と
わ
な
い
姿
勢
を
貫
く
こ
と

で
、
ど
う
か
後
輩
に
い
い
形
で
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
し
て
さ
ら
に
発
展
さ

れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

後
援
会
と
し
ま
し
て
も
、
課
外
活
動
へ
の
援
助
を
支
援
の
柱
と
し
て

経
年
的
に
補
助
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
で
き
る
限
り
の
ご
協
力
を

積
極
的
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
今
後
と
も
札
幌
大
学
体
育
連
合
会
の
益
々
の
ご
成
長
・
ご

発
展
を
心
よ
り
祈
念
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

札
幌
大
学
体
育
連
合
会
が
本
年
度
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
平

成
30
年
11
月
30
日
（
金
）、
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌

を
会
場
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
記
念
祝
賀
会
に
猪
狩
会
長
が
出
席
し
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
50
周
年
を
記
念
し
て
発
刊
の
「
羊
群
」
に
寄
稿

し
た
挨
拶
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

札
幌
大
学
体
育
連
合
会
創
立
50
周
年
に
寄
せ
て

�

札
幌
大
学
後
援
会　

会
長　

猪
狩
哲
夫

　

札
幌
大
学
体
育
連
合
会
の
創
立
50
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ま
た
、
創
立
以
来
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
50
周
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
体
育
連
合
会
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

当
時
を
顧
み
ま
す
と
、
私
も
札
幌
大
学
の
一
期
生
で
あ
り
入
学
当
時

砂
利
道
を
バ
ス
で
通
っ
て
い
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

今
の
よ
う
な
ワ
ン
マ
ン
バ
ス
で
は
な
く
車
掌
も
乗
っ
て
お
り
ま
し
た
。

車
通
学
の
学
生
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
、
す
ぐ
満
員
に
な
り
毎
日
の

よ
う
に
臨
時
バ
ス
が
出
て
い
る
の
は
い
つ
も
の
光
景
で
し
た
。
当
時
建

物
は
1
号
館
だ
け
で
し
た
。
体
育
館
は
な
く
先
輩
は
い
な
く
何
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先
生
・
職
員
・
我
々

学
生
の
間
に
垣
根
は
な
く
一
緒
に
な
っ

て
札
幌
大
学
を
創
り
上
げ
て
い
く
の
だ

と
い
う
、
明
る
い
希
望
・
夢
が
あ
り
、

ま
さ
し
く
「
生
気
あ
ふ
れ
る
開
拓
者
精

神
」
が
芽
生
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

後
援
会
か
ら

　3月になり、日ごとに春の訪れを感じられるようになりました。進学、卒業、
就職の皆様には心よりお祝い申しあげます。今年は、元号が平成から新元号へ
変わり4月には発表があるようです。インターネット、AI（人工知能）、キャッ
シュレス、2020年東京オリンピックに 2025年大阪・関西万博、社会は急速
に変化していきます。昭和生まれの人は、“昔の人”と呼ばれないか心配です（年
代にもよりますが…）。
　最近、“脳トレ”という言葉をよく耳にします。少し前の事ですが TVで脳ト
レの番組があり、北海道の村を 8ヶ所答えるものでした。「8ヶ所も村がある
の？」私の心の声、家族でしばし頭をしぼり頑張ってみましたが、7ヶ所しか
挙げられませんでした。本当に脳を活性化することの必要性を実感しました。
ちなみに、現在、15の村が北海道にあります。興味がありましたら是非挑戦し
てみてください。（㊟インターネットでの検索は、最終手段にしてください。）
　後援会だより52号は、国内外で活躍する課外活動、フィンランド留学リポー
ト、3・4年次生の就職活動成果、放送局で働く卒業生インタビュー等々、盛沢
山にできあがり、取材にご協力いただいた皆様、ありがとうございました。	

（M. M）

編集後記

平成30年度　課外活動への補助一覧
平成31年2月現在

交付団体名 大　会　名 補助対象期間 支出金額

空手道部 第62回全日本学生空手道選手権大会 6/23〜 6/24 12,000

弓道部 第66回全日本学生弓道選手権大会
第49回全日本学生弓道遠的選手権大会

8/12〜 8/17 234,000

剣道部 第66回全日本学生剣道優勝大会 10/26 〜 10/29 120,000

第 37回全日本女子学生剣道優勝大会 11/9 〜 11/12 108,000

硬式庭球部 全日本学生テニス選手権大会（男子86回/女子62回） 8/11〜 8/15 45,000

平成 30年度全日本学生室内テニス選手権大会 11/23 〜 11/28 33,000

ゴルフ部 2018年度（第72回）日本学生ゴルフ選手権競技 8/20〜 8/24 15,000

サッカー部 第54回全国社会人サッカー選手権大会 10/19 〜 10/21 162,000

平成 30年度第 67回全日本大学サッカー選手権大会 12/10 〜 12/13 300,000

女子サッカー部 第27回全日本大学女子サッカー選手権大会 12/22 〜 12/25 288,000

第 19回大学女子サッカー地域対抗戦2019 2/24 〜 2/28 90,000

柔道部 平成30年度全日本学生柔道優勝大会 6/22〜 6/24 114,000

平成 30年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会 9/7 〜 9/9 9,000

平成 30年度全日本学生柔道体重別選手権大会 9/28〜 9/30 117,000

準硬式野球部 第70回全日本大学準硬式野球選手権大会 8/18〜 8/22 342,000

第 36回全日本大学9ブロック対抗準硬式野球大会 11/8 〜 11/12 60,000

スケート部 第91回日本学生氷上競技選手権大会（ホッケー部門） 12/24 〜 12/27 192,000

卓球部 第88回全日本大学総合卓球選手権大会・団体の部 7/12〜 7/14 144,000

第 85回全日本大学総合卓球選手権大会（個人の部） 10/25 〜 10/27 81,000

平成 30年度全日本卓球選手権大会（一般・ジュニア
の部）

1/15〜 1/17 9,000

男子バレーボール部 第37回東日本バレーボール大学選手権大会 6/20〜 6/23 228,000

第71回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手権
大会ミキプルーンスーパーカレッジバレー2018

11/26 〜 11/28 189,000

男女バドミントン部 第6回全日本学生バドミントンミックスダブルス選手
権大会

8/9 〜 8/11 36,000

女子バドミントン部 第69回全日本学生バドミントン選手権大会 10/12 〜 10/16 150,000

ハンドボール部 平成30年度東日本学生ハンドボール選手権大会 8/15〜 8/18 288,000

平成 30年度全日本学生ハンドボール選手権大会 11/9 〜 11/11 171,000

北海道学生ハンドボール選抜チーム第7回欧州遠征 2/21〜 3/2 216,000

ラグビー部 第69回全国地区対抗大学ラグビーフットボール大会 1/1 〜 1/3 270,000

陸上競技部 第40回北日本学生陸上競技対校選手権大会 6/28〜 7/3 360,000

第 87回日本学生陸上競技対校選手権大会 9/5 〜 9/9 90,000

チアリーディング部 第30回全日本学生チアリーディング選手権大会 12/14 〜 12/16 27,000

震災ボランティア 平成30年度震災ボランティア 8/30〜 9/3 75,000

厚真町震災ボランティア
9/19〜 9/21
9/26 〜 9/28

51,000

稲邉　雄大 第52回宮様チャリティーボウリング大会 11/23 〜 11/26 12,000

小計 4,638,000

交付団体名 文化系サークル補助金 補助対象期間 支出金額

アマチュア無線部 道内のアマチュア無線家との交流 50,000

映画研究会 自主制作映画の撮影 50,000

写真部 卒業記念写真展 50,000

アビーロード音楽研究部 合同ライブ 50,000

料理同好会 地域のお祭りに参加 50,000

アニメーション部 アニメーション制作 50,000

文芸部 ポストカードを作成 50,000

ジャズ研究会 合宿と定期演奏会 50,000

自然保護研究会 意見交換会の記録 50,000

小計 450,000

補助金支出合計 5,088,000

キ ャ ン パ ス カ レ ン ダ ー

1日（月）春学期ガイダンス・
オリエンテーション（～4/4）

5日（金）春学期授業（～8/7）

6日（土）入学式

6日（月）開学記念日

11日（土）第1回オープンキャンパス

21日（金）大学祭（～6/24）

23日（日）第2回オープンキャンパス
（大学祭同時開催）

31日（水）春学期補講日

4日（日） 第3回オープンキャンパス

8日（木） 夏期休業（～9/18）

2日（月） 春学期卒業発表

9日（月） 秋学期集中講義（～9/14）

19日（木） 秋学期ガイダンス・
オリエンテーション（～9/20）

21日（土） 秋学期授業（～2/3）

21日（土） 春学期卒業証書・学位記授与式

28日（土） 第4回オープンキャンパス

4日（金） スペシャルデイズ（～10/6）

19日（土） 課外活動・アクションプログラム
特別推薦入学試験10月日程

23日（土） 推薦・特別入学試験（～11/24）
自己推薦特別入学試験A日程
課外活動推薦特別入学試験A日程
（～11/24）

14日（土） 自己推薦特別入学試験B日程
課外活動推薦特別入学試験B日程

24日（火） 冬期休業（～1/5）

18日（土） 大学入試センター試験（～1/19）

22日（水） 秋学期補講日（～1/23）

5日（水） 一般入学試験（A日程）

2日（月） 秋学期卒業発表

6日（金） 一般入学試験（B日程）

7日（土） 自己推薦特別入学試験C日程
課外活動推薦特別入学試験C日程

14日（土） 第5回オープンキャンパス

20日（金） 秋学期卒業証書・学位記授与式

23日（月） 自己推薦特別入学試験D日程

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

2019.4〜2020.3

2019年度　札幌大学保護者懇談会

開催地 実施会場 開催月日

札　幌 札幌大学 6 ／  1（土）

北　見 ホテルロイヤル北見 8 ／ 31（土）

旭　川 アートホテル旭川 9 ／  1（日）

釧　路 ANAクラウンプラザホテル釧路 9 ／  7（土）

帯　広 ホテルグランテラス帯広 9 ／  8（日）

札　幌 札幌大学 9 ／ 14（土）

青　森 ホテル JAL シティ青森 9 ／ 22（日）

函　館 フォーポイントバイシェラトン函館 9 ／ 23（月・祝）

苫小牧 グランドホテルニュー王子 9 ／ 29（日）

　保護者懇談会は、学生の就職状況、修学状況、学生生活等についてご説明することにより、

大学へのご理解を深めていただくことを目的に、札幌会場をはじめ、道内７会場及び青森に

おいて開催いたします。

　改めて開催案内をお送りいたしますので、大学における様々な施策・活動へのご理解をい

ただくため、是非ともご出席くださいますようよろしくお願いいたします。

保護者懇談会

入学式

オープンキャンパス

オープンキャンパス

卒業式

北
海
道
学
生
リ
ー
グ
で
春
・
秋
の
大
会
を
連
覇
！！

欧
州
遠
征
に
も
選
抜
さ
れ
、
い
ま
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
熱
い
！！

　
札
幌
大
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
躍
動
し

て
い
ま
す
。
2
0
1
8
年
北
海
道
学
生
春

季
リ
ー
グ
戦
に
お
い
て
創
部
30
年
に
し
て

初
優
勝
。
そ
の
勢
い
で
秋
季
リ
ー
グ
で
も

優
勝
し
、
見
事
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

近
年
の
強
さ
の
ワ
ケ
に
迫
り
ま
す
。

監
督
に
就
任
さ
れ
た
当
時
の
部
は
、
ど
の
よ
う

な
状
態
で
し
た
か
？

福
田
　
当
時
は
部
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低

か
っ
た
の
で
、
学
生
一
人
ひ
と
り
と
話
し
合
い
ま

し
た
。
う
る
さ
い
く
ら
い
「
一
緒
に
頑
張
ろ
う
」

と
訴
え
か
け
て
、
意
識
づ
け
と
い
う
か
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
力
を
入
れ
ま
し
た
ね
。

強
く
な
っ
た
現
在
は
、
部
員
の
皆
さ
ん
が
自
主

的
に
練
習
に
参
加
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

菜
原
　
私
が
入
部
し
た
頃
、
チ
ー
ム
は
2
部
の

最
下
位
で
し
た
が
、
大
学
の
強
化
策
に
よ
り
、

多
く
の
後
輩
が
入
部
し
、
実
践
的
な
練
習
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
昨
年

度
の
優
勝
だ
と
思
い
ま
す
。
部
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
も
強
さ
の
要
因
で

す
が
、
ゲ
ー
ム
形
式
の
実
践
的
な
練
習
で
は
、

監
督
が
コ
ー
ト
に
入
ら
れ
て
、
具
体
的
な
指
導

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
の
両
面
が
あ
っ
た

か
ら
強
く
な
れ
た
と
思
い
ま
す
。

塚
本
　
私
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
フ
ロ
ー
タ
ー
と
い

う
オ
フ
ェ
ン
ス
の
要
な
ん
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ

監
督
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
局
面
が
あ
り
ま
す
。
自
主
性
と
い
う
意
味

で
は
、
試
合
中
も
メ
ン
バ
ー
同
士
で
考
え
て
ゲ
ー

ム
を
組
み
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す

ね
。

小
柳
　
私
の
場
合
は
、
先
ず
体
育
館
で
練
習
で

き
る
環
境
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
高
校
時
代
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
高
い
の
は
、
恵
ま
れ
た
環
境
が
整
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

優
勝
し
た
こ
と
で
追
う
チ
ー
ム
か
ら
追
わ
れ
る

チ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
マ
ー
ク
も
き

つ
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
心
構

え
で
練
習
や
試
合
に
臨
み
た
い
で
す
か
？

菜
原
　
優
勝
が
決
ま
っ
た
時
、
私
は
嬉
し
く
て

泣
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
優
勝
し
て
自
分
た
ち

学
生
の
自
主
性
と
監
督
の
具
体
的
な

指
導
が
強
さ
の
秘
密
！

優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
の

強
さ
の
背
景
に
は
、何
か
秘
密
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？

福
田　

ひ
と
つ
は
私
が
各
高
校
に
出
向
き
、
課

外
活
動
推
薦
枠
を
利
用
し
て
、
優
秀
な
学
生
に

入
っ
て
も
ら
う
な
ど
強
化
策
を
図
っ
た
こ
と
。

も
う
一
つ
は
、
大
学
の
課
外
活
動
と
し
て
、
あ

く
ま
で
も
教
育
の
一
環
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

学
生
が
自
発
的
に
練
習
に
参
加
し
、
勝
つ
た
め

に
ど
の
よ
う
な
練
習
を
す
れ
ば
い
い
か
、
自
主

的
に
考
え
て
も
ら
う
よ
う
に
努
め
た
点
で
す
ね
。

押
し
付
け
ら
れ
て
す
る
の
で
は
な
く
、
能
動
的

な
取
り
組
み
姿
勢
が
、
社
会
で
は
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
そ
こ
に
力
を
入
れ
た
結
果
だ
と

思
い
ま
す
。

が
一
番
上
に
い
る
と
思
わ
ず
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て

き
た
こ
と
を
継
続
し
た
い
で
す
ね
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
ゼ
ロ
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新

た
な
ス
タ
ー
ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
田
　
菜
原
君
の
泣
く
姿
を
見
て
、
私
も
思
わ

ず
も
ら
い
泣
き
し
ま
し
た
。
最
後
の
試
合
で
優

勝
が
決
す
る
状
況
で
し
た
の
で
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
は
ね
除
け
て
の
勝
利
は
格
別
の
感
慨
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
学
生
に
は
喜
ぶ
の
は
今
日

だ
け
で
、
明
日
か
ら
ま
た
切
り
替
え
て
い
こ
う

と
言
い
ま
し
た
。

塚
本
　
優
勝
し
た
こ
と
に
満
足
す
る
の
で
は
な

く
、常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

試
合
の
な
い
時
期
は
個
人
で
練
習
し
て
い
る
の

で
、
私
は
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
追
わ
れ
る
立
場
に
な
っ
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

感
じ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
や
る
べ
き

こ
と
を
や
れ
ば
、
強
い
チ
ー
ム
で
あ
り
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

福
田
　
塚
本
君
は
昨
年
度
の
大
会
で
M
V
P
に

も
選
ば
れ
ま
し
た
。

塚
本　

だ
か
ら
こ
そ
、
今
後
も
そ
の
栄
誉
に
恥

じ
な
い
プ
レ
ー
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
柳
　
今
回
も
メ
ン
バ
ー
の
1
人
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
が
、
先
輩
た
ち
の
作
り
上
げ
た
チ
ー

ム
を
継
承
し
て
い
く
の
が
自
分
た
ち
の
責
任
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
優
勝
は
先
輩
た
ち
の
実
績

な
の
で
、
私
た
ち
は
私
た
ち
な
り
に
、
今
度
は

イ
ン
カ
レ
で
1
勝
す
る
と
か
、
さ
ら
に
上
を
目

指
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

追
わ
れ
る
立
場
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と

し
て
、
欧
州
遠
征
に
出
発

こ
の
た
び
、
北
海
道
学
生
選
抜
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
に
、
菜
原
さ
ん
と
塚
本
さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
ね
。

福
田
　
北
海
道
で
取
り
組
ん
で
い
る
強
化
策
で
、

他
大
学
を
含
め
、
選
抜
し
た
学
生
を
私
が
監
督

と
し
て
引
率
し
て
行
く
の
で
す
が
、
貴
重
な
機

会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
異
文
化
交
流
と
い
う

面
で
、
世
界
の
広
さ
、
国
際
性
を
養
っ
て
も
ら

う
の
が
狙
い
で
す
。
今
回
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
ス
ペ

イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
）
に
遠
征
す
る
予
定
で
す
。

菜
原
　
初
の
海
外
な
の
で
見
聞
を
深
め
た
い
と

い
う
希
望
と
同
時
に
、
親
善
試
合
を
通
じ
て
得

た
経
験
を
、
帰
っ
て
き
た
ら
国
内
の
試
合
に
生

か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
欧
州
の
体
の
大

き
な
選
手
と
試
合
し
て
、
ど
の
く
ら
い
通
じ
る

か
楽
し
み
で
す
ね
。

塚
本
　
海
外
の
選
手
と
試
合
す
る
と
い
う
経
験

は
最
初
で
最
後
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
実
力
の
違

い
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
楽
し

み
で
し
ょ
う
が
な
い
で
す
。

小
柳
　
今
回
は
遠
征
に
参
加
し
ま
せ
ん
が
、
今

後
を
引
き
継
ぐ
後
輩
と
し
て
、
個
性
の
強
い
1
、

2
年
生
部
員
を
一
つ
に
ま
と
め
、
道
内
大
会
で

の
連
勝
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
カ
レ
の
1
勝
を
目

指
し
た
い
で
す
ね
。

監
督
か
ら
最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

福
田
　
ど
こ
に
出
し
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
人

間
を
育
成
す
る
と
い
う
目
標
で
指
導
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
遠
征
で
は
、
後
援
会
様
か
ら
多
大

な
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
に
は
保
護

者
の
皆
さ
ま
に
対
す
る
感
謝
を
忘
れ
な
い
で
、

日
々
の
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

福田　大樹 さん
学生支援部学生支援課　
就職担当
ハンドボール部監督

菜原　康希 さん
ハンドボール部キャプテン
経済学専攻4年

塚本　崇斗 さん
経済学専攻4年

小柳　星斗 さん
現代教養専攻3年
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札
大
入
学
前
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

志
望
で
し
た
！

　

札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
で
学
び

ま
し
た
。
思
い
起
こ
し
て
み
る
と
、
学

校
祭
や
卒
業
旅
行
な
ど
、
友
だ
ち
と
過

ご
し
た
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
養
成
と

い
う
面
で
、
あ
の
頃
の
経
験
が
今
の
仕

事
に
生
き
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
私
の
職
業
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
で
す
。
現
在
、
仕
事
の
場
は
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
が
中
心
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
地
方
自
治

体
や
企
業
団
体
の
各
種
式
典
や
イ
ベ
ン

ト
、
結
婚
式
な
ど
に
お
け
る
司
会
業
も

大
切
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。

　

早
く
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
志
し
て

い
た
私
は
、
高
校
時
代
は
放
送
部
に
所

属
し
、
短
大
時
代
に
は
街
頭
放
送
の
会

社
で
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
経
験
も
積
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
卒
業
後
、
札
大
へ
の

編
入
学
を
希
望
し
て
い
た
ん
で
す
が
、

願
い
叶
わ
ず
、
急
遽
就
職
活
動
す
る
こ

と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
、
各
放
送

局
で
は
新
卒
が
条
件
で
し
た
の
で
、
既

卒
者
扱
い
に
な
る
私
は
、
希
望
が
閉
ざ

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
札

大
の
サ
ー
ク
ル
の
先
輩
か
ら
、
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
事
務
所
で
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
が
あ
る
と
教
え
ら
れ
、
す
ぐ
に
応
募
。

合
格
し
て
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

努
力
も
し
ま
し
た
が
、
出
会
い
と

幸
運
か
ら
道
が
開
け
ま
し
た
！

　

事
務
所
で
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

と
し
て
の
基
礎
を
一
か
ら
学
び
ま
し
た
。

最
初
は
戦
隊
ヒ
ー
ロ
ー
や
ア
ン
パ
ン
マ

ン
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
で
司

会
の
お
姉
さ
ん
も
や
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
人
前
で
話
す
良
い
練
習
に
な
り

ま
し
た
ね
。
と
は
言
っ
て
も
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
と
な
れ
ば
、
や
は
り
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
で
仕
事
を
し
た
い
と
い
う

の
が
本
望
。
数
々
の
オ
ー
デ
シ
ョ
ン
を

受
け
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
合
格
で
き

ず
に
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
時
、
運

命
的
な
偶
然
も
あ
っ
て
、
S
T
V
ラ
ジ

オ
の
看
板
番
組
「
日
高
晤
郎
シ
ョ
ー
」

の
9
代
目
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
抜
擢
さ
れ

ま
し
た
。
実
は
8
代
目
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
選
考
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
一
度
落
ち

た
経
緯
や
、
初
の
ラ
ジ
オ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

獲
得
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
の
番
組
で
晤

郎
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
ゲ
ス

ト
の
方
々
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
私
の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
人

生
の
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

1
年
半
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
番
組
を
卒
業
し
ま
し
た

が
、最
後
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
「
原

稿
を
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
け
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
、
時
間
を
見
つ
け
て

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
ス
キ
ル
の
向
上
に
励
み

ま
し
た
。
そ
の
積
み
重
ね
で
、
現
在
に

至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
番
組
に
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。

周
囲
に
対
す
る
感
謝
を
忘
れ
ず
、

豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
！

　

人
と
の
出
会
い
、
交
流
の
中

か
ら
多
く
の
幸
運
に
恵
ま
れ
た

私
は
、
周
囲
に
対
す
る
感
謝
が

最
も
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
大
学
時
代
の
友
人
と
は
今

で
も
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
合

い
、
近
況
を
報
告
し
合
う
仲
で

す
。
ま
た
、ラ
ジ
オ
が
好
き
で
、

私
の
良
き
理
解
者
で
も
あ
る
両

毎回ご好評いただいている卒業生インタビュー。今回はフリーアナウンサーとして幅広く活
躍されている『奈良愛美さん』にご登場いただきました。私たちの抱くイメージでは華やか
な世界を想像しがちですが、お話をうかがうと、その裏には大変な努力精進がありました。
そんな奈良さんにこれまでの歩み、そしてこれからについて語っていただきました。

親
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
心
の
支
え
で

あ
り
、
掛
け
替
え
の
な
い
存
在
で
あ
る

夫
と
子
ど
も
。
さ
ら
に
仕
事
で
出
会
っ

た
多
く
の
人
た
ち
。
そ
の
全
て
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
と
い
う
仕
事
に
限
ら
ず
、
こ
れ

か
ら
社
会
人
と
し
て
の
船
出
が
待
っ
て

い
る
皆
さ
ん
に
も
、
人
と
の
出
会
い
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
切
に
願
い
ま

す
。
よ
り
多
く
の
経
験
を
通
し
て
、
自

分
の
ペ
ー
ジ
を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
そ
れ
が
将
来
、
必
ず
役
に
立
つ
時

が
来
る
で
し
ょ
う
。

O
B
と
し
て
、
後
輩
の
皆
さ
ん
に

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

札
幌
大
学
に
は
、
日
頃
の
講
義
や
ゼ

ミ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

さ
ら
に
は
留
学
制
度
等
々
、
貴
重
な
経

験
を
得
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
利
用
し

な
い
な
ん
て
、
も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
。

私
が
在
学
し
て
い
た
当
時
と
比
べ
る

と
、
施
設
も
格
段
に
充
実
し
ま
し
た
ね
。

学
生
の
夢
を
応
援
し
て
く
れ
る
学
び
舎

で
す
か
ら
、
自
ら
の
可
能
性
を
信
じ
て
、

豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
過
ご
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

今
年
の
就
職
戦
線
も
い
よ
い
よ
本
格
化
し
始
め
ま
し
た
。
本
年
度
も
札
幌
大
学
で

は
校
内
で
会
社
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
1
2
0
社
あ
ま
り
の
企
業
の
参

加
が
あ
り
、
多
く
の
学
生
が
熱
心
に
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

●
開
催
日
／
2
0
1
9
年
2
月
25
日
〜
28
日
　
計
4
日
間

●
場
所
／
札
幌
大
学
2
号
館

就
職
活
動
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

札
幌
大
学「
企
業
研
究
会
」開
催

新たな環境へ果敢に挑戦
学生支援部　学生支援課　就職担当　笹川繁子係長

　ここ数年で本学学生の間にも「売り手市場」という言葉が浸透し、新聞等で報道され
ている大学新卒内定率の高数値にも、さほど驚かない環境になりつつもあります。この
機運に乗じ初動が早い学生は、自分なりの「職業観」を見つけようと2・3年生からイン
ターンシップに参加し、社会に対する視野を広げる活動を積極的に行っています。また、
道外での就職活動数も年々増加しており、新たな環境へ果敢に挑戦する姿が目に付くよ
うになりました。
　しかし、効率だけを重視する学生も増え、数多くの企業と接触するよりも、同時進行
で受験する企業を1・2社程度にとどめています。そのため、内定獲得ができない場合、
新たな企業を探しに説明会参加し、振り出しに戻る姿も目立ってきました。
　なかなか内定に繋がらない学生にこそ、早めに就職スタッフとの個人面談をお勧めし
ています。今までの活動内容を一緒に振り返りながら、「自分を知ること」「会社を知る
こと」を深め、「今まで知らなかったけど興味のある仕事」などの気付きに繋げます。
面談を重ねることは一見効率が悪いように思えますが、徐々に気持ちや意欲が醸成し、
流れ作業の就活から自らの意思で取り組む就活に切り替わり、内定に結びつくケースが
増加します。
　昨年度も個人面談と就職講座を重点的に行い、内定率も90％を超えました。今年度も、
昨年度とほぼ同じ数値で終えそうです。しかし内定がゴールではなく、社会に定着する
ことが重要だと考えます。1年生から面談できますので、早くから自分のキャリアにつ
いて考えたいときは利用してください。我々は、就職情報社サイトやSNSなど情報過多
の環境に振り回されないよう、早期から意思・意欲を育む支援を行ってまいります。
　卒業後もキャリアサポートセンターでの個人面談や既卒者可の求人票閲覧などが可能
です。いつでも気軽に相談に来てくれることを切に願っております。

内

定

者

リ

ポ

ー

ト

就
職
活
動
で
大
切
な
の
は
自
己
ア
ピ
ー
ル

　

私
は
高
校
の
頃
か
ら
目
指
し
て
い
た
「
出
版
業
に
携

わ
る
職
に
就
く
」
と
い
う
夢
を
目
標
に
、
就
職
活
動
に

励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
私
は
1
年
生
か
ら
そ
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
出
版
に
関
す
る
経
験
を
積
ん
で
お
き
た
い
と

思
い
、「
S
U
e
e
t
s
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
に
入
り
ま

し
た
。
S
U
e
e
t
s
と
は
学
内
で
発
行
し
て
い
る
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
製
作
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

サ
ー
ク
ル
で
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
や
企
画
、
取
材
及
び
編
集
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
4
年
間
、
私

は
主
に
取
材
と
原
稿
を
執
筆
す
る
こ
と
を
中
心
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
で
大
切
な
の
は
自
己
ア
ピ
ー
ル
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
実
際
に
私
が
就
職
活
動
を
し
て
き
た
中

で
も
、
そ
れ
は
一
番
大
切
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
が
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

も
よ
り
ま
す
が
、
就
職
活
動
で
は
何
十
人
、
何
百
人
も
の
ラ
イ
バ
ル
と
競
争
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
中
で
競
走
を
勝
ち
抜
き
、
企
業
が
取
り
た
い
と
思
う
よ
う
な
人
材
に
な
る
た
め
に
は
、
自
分
に
し
か
な

い
「
何
か
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
私
の
そ
の
「
何
か
」
は
、
S
U
e
e
t
s

で
の
4
年
間
の
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
S
U
e
e
t
s
で
は
自
分
が
普
段
関
わ
る
こ
と
の
な
い
学
校
の
生
徒

や
先
生
、
サ
ー
ク
ル
に
つ
い
て
詳
し
く
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
自
分
一
人
で
は
行
く
こ
と
の

な
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
映
画
の
試
写
会
な
ど
に
も
足
を
運
ぶ
機
会
が
あ
り
、
自
分
の
見
聞
を
広
め
ら
れ
ま

し
た
。
原
稿
を
書
く
と
い
う
事
や
取
材
を
す
る
と
い
う
実
践
的
な
経
験
の
他
に
、
自
分
を
人
間
と
し
て
成
長

さ
せ
る
よ
う
な
経
験
も
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
学
内
で
行
わ
れ
る
「
道
新
就
活
講
座
」
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
3
年
生
の
12
月

に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
4
年
生
か
ら
始
ま
る
就
職
活
動
に
役
立
つ
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
自

己
ア
ピ
ー
ル
や
志
望
動
機
を
ど
う
い
う
考
え
の
も
と
に
書
い
た
ら
い
い
の
か
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
就
職
活
動
の
参
考
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
何
を
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
人
は
ま
ず
こ

の
講
座
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

4
月
か
ら
は
盛
岡
タ
イ
ム
ス
社
で
本
格
的
に
社
会
人
と
し
て
の
新
し
い
人
生
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
の

生
活
の
中
で
も
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
を
生
か
し
て
頑
張
っ
て
少
し
で
も
会
社
に
貢
献
が
で
き
る
よ
う

な
社
員
の
一
員
に
な
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
状
に
満
足
せ
ず
、
新
し
い
目
標
を

　

4
年
次
の
6
月
に
第
一
希
望
で
あ
っ
た
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会
か
ら
内
定
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
私
の

就
職
活
動
に
つ
い
て
、
書
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
3
年
生
の
11
月
頃
か
ら
就
職
活
動
は
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
最
初
、
私
は
特
に
入
社
し
た
い
会
社
や
、
気
に
な
る
業
種
も
無
か
っ
た
の
で
最
初
は
学
内
で
行
わ
れ
て
い

る
セ
ミ
ナ
ー
や
、
学
外
の
企
業
説
明
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
色
々
な
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
く
中
で
、「
北
海
道

を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
会
社
」
で
働
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
情
報
解
禁
の
3
月
ま
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
参
加
や
セ
ミ
ナ
ー
が
無
い
日
で
も
学
校
の
パ
ソ
コ
ン

で
業
界
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
情
報
解
禁
で
あ
る
3
月
1
日
を
迎
え
本
格
的
に
就
職
活
動
は
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
私
の
場
合
は
、
準
硬
式
野
球
部
の
主
務
活
動
を
行
い
な
が
ら
の
就
職
活
動
だ
っ
た
の
で
バ
ス
の
手
配
や
部
費

の
管
理
等
を
行
い
な
が
ら
の
就
職
活
動
は
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況
の
中
で
も
、
挫
け
ず
に
部
活
動
、
就
職
活

動
に
取
り
組
め
た
の
は
大
き
な
目
標
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

私
の
場
合
、
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業
の
話
を
聞
く
中
で
「
北
海
道
に
貢
献
で
き
る
会
社
で
働
き
、
世
界
中
の
人

達
に
北
海
道
を
、
知
っ
て
も
ら
い
町
全
体
を
活
性
化
さ
せ
た
い
」
と
い
う
思
い
を
強
く
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

3
月
か
ら
の
3
ヶ
月
間
は
色
ん
な
学
生
や
就
職
担
当
の
方
と
出
会
う
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
が
一

番
に
感
じ
た
の
は
私
が「
井
の
中
の
蛙
」状
態
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
3
月
ま
で
の
準
備
期
間
学
内
の
セ
ミ
ナ
ー

は
勿
論
、
学
外
の
セ
ミ
ナ
ー
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
多
少
の
自
信
を
持
っ

て
就
職
活
動
に
挑
み
ま
し
た
が
、
周
り
の
学
生
は
も
っ
と

早
い
段
階
で
準
備
を
進
め
、
何
社
も
エ
ン
ト
リ
ー
を
し
て

い
る
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
私
は
そ
の
瞬
間
、
今
ま

で
気
づ
き
上
げ
た
自
信
は
打
ち
下
さ
れ
ま
し
た
。な
の
で
、

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
し
て
い
く
学
生
は
今
の
現
状
に

満
足
せ
ず
新
し
い
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
み
、
理
想
の

自
分
に
な
る
た
め
に
は
今
何
を
す
る
べ
き
か
考
え
な
が

ら
残
り
の
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日本語・日本文化専攻4年　

髙橋　瑞季さん
（内定先：盛岡タイムス社事務職）

英語専攻4年

白石　一喜さん
（内定先：ホクレン）

就
活
直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
得
た

経
験
を
P
R
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
、
就
職
・
転
職
・
進

学
情
報
を
発
信
し
て
い
る
大
手
広
告
会
社
に

行
き
、
3
ヵ
月
と
い
う
長
期
に
渡
っ
て
、
現

場
を
目
の
当
た
り
に
出
来
た
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
1
0
0

人
規
模
の
学
生
を
集
客
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
、

企
画
立
案
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、そ
の
難
し
さ
や
苦
労
と
と
も
に
、

終
了
後
の
充
実
感
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
就
活
で
は
企
業
に
対
し
、
こ
の
経
験

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
と
い
う
の

も
、
私
は
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を
し
て
こ
な

か
っ
た
の
で
、
面
接
の
際
に
聞
か
れ
る
こ
と
の

多
い
、「
学
生
時
代
に
何
を
し
て
き
ま
し
た
か
」

と
い
っ
た
質
問
に
、
こ
れ
と
い
っ
た
回
答
が
で

き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

後
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
経
験
を
自
己
P
R

の
ネ
タ
と
し
て
話
せ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
就
職
活
動
を
控
え
て
い
る
後
輩
の

皆
さ
ん
に
は
、
今
か
ら
体
調
管
理
に
気
を
つ

け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
社
会
人
に
な
る
と
、

時
間
の
使
い
方
は
学
生
時
代
の
よ
う
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
今
の
う
ち
か
ら
、
規
則
正
し
い

生
活
習
慣
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

歴史文化専攻3年

若原　裕一郎さん

経営学専攻3年

大澤　瑠乃さん

社
会
人
に
な
っ
て
後
悔
し
な
い

よ
う
に
、
全
力
で
取
り
組
み
た

い
で
す
ね
。

　

本
格
的
な
就
職
活
動
に
突
入
し
て
い
く
本

年
。
今
は
セ
ミ
ナ
ー
や
合
同
企
業
説
明
会
に

出
席
し
、
情
報
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
。
私

は
中
学
時
代
か
ら
大
学
生
と
な
っ
た
今
も
演

劇
を
や
っ
て
お
り
、
人
と
接
す
る
こ
と
や
大

勢
の
前
で
話
す
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
い
っ
た
経
験
や
特
技
を
活
か
し
た

い
の
で
、
職
種
と
し
て
は
営
業
職
や
総
合
職

な
ど
が
適
性
に
合
っ
て
い
る
の
か
な
と
考
え
、

そ
れ
を
軸
に
企
業
研
究
し
て
い
ま
す
。
社
会

人
に
な
っ
て
も
、
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
も
充
実
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
福
利
厚
生
面
に
も
注
視
し
て
い
ま
す
。

休
日
を
し
っ
か
り
と
れ
る
こ
と
は
条
件
の
一
つ

で
す
ね
。
内
定
を
獲
得
し
た
あ
と
に
、「
こ
ん

な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
い
う
後
悔
だ
け
は

し
な
い
よ
う
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
つ

も
り
で
す
。
そ
の
た
め
、
納
得
の
い
く
ま
で
企

業
研
究
を
し
、
面
接
で
は
企
業
側
と
と
こ
と

ん
話
し
合
い
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
就
職
活
動
に
取
り
組
む
後
輩
の
皆

さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
し
た
ら
、
今
か

ら
新
聞
を
読
む
習
慣
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
。

1
人
の
大
人
と
し
て
、
常
に
社
会
情
勢
は
把

握
し
て
お
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
、
自
分
の
ペ
ー
ジ
を

増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
ね

留
学
リ
ポ
ー
ト

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・

ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
大
学
へ

留
学

　

私
は
2
年
時
の
秋
セ
メ
ス
タ
ー
に
て
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
大
学

で
半
年
間
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
大
学
に
は
ア
ジ
ア

圏
（
日
本
、
中
国
、
台
湾
、
香
港
、
韓

国
な
ど
）
か
ら
の
留
学
生
も
い
ま
し
た

が
、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
ド
イ
ツ
、
イ

タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
オ
ラ

ン
ダ
な
ど
）
か
ら
勉
強
し
に
来
て
い
る

留
学
生
が
多
か
っ
た
で
す
。
今
振
り
返

る
と
、
国
際
色
豊
か
な
環
境
で
生
活
し

て
い
た
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
留
学
し
た
目

的
は
主
に
3
つ
あ
り
ま
す
。
1
つ
目
は

自
分
の
英
語
力
（
特
に
リ
ス
ニ
ン
グ
と

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
）
を
向
上
さ
せ
る
た
め

で
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
第
一
言
語
は

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
す
が
、
生
活
す
る

う
え
で
は
英
語
で
十
分
事
足
り
る
く
ら

い
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
は
英
語
が
流
暢

で
す
。
留
学
中
は
日
本
人
学
生
の
数
が

少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
日
常

的
に
英
語
を
用
い
て
い
ま
し
た
。
加
え

て
、
言
語
に
関
し
て
は
英
語
以
外
に
も
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
や
オ
ラ
ン
ダ
語
、
韓

フラットメイトとの生活

国
語
を
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
国
の
人
と
の
関
わ
り
が
、
広

く
言
語
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と

に
つ
な
が
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。「O

ral 
skills

」
と
い
う
授
業
は
英
会
話
能
力
の

向
上
を
図
り
、「E

nglish Phonetic 
and Pronunciation

」
で
は
英
語
の
発

音
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

2
つ
目
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育
制

度
や
教
育
の
在
り
方
を
学
ぶ
た
め
で
す
。

卒
業
後
は
北
海
道
教
育
大
学
大
学
院
へ

の
進
学
を
し
、
そ
の
後
英
語
教
員
と
し

て
働
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
だ

け
で
は
な
く
、
違
う
国
の
教
育
に
も
目

を
向
け
て
真
摯
に
学
び
た
い
と
思
っ
た

こ
と
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
留
学
を
し
よ

う
と
考
え
た
最
大
の
理
由
で
す
。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
は
国
際
学
力
比
較
調
査

「
P
I
S
A
」
で
毎
回
上
位
に
位
置
し
て

お
り
、
学
力
世
界
一
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
事
実
か
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

教
育
の
シ
ス
テ
ム
の
勉
強
や
教
育
実
習

に
ト
ラ
イ
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
強
く
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実

際
に
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
大
学
に
て
教
育
に

関
す
る
授
業
を
履
修
し
、
現
地
の
小
学

校
で
20
回
に
わ
た
る
授
業
観
察
と
6
回

英
語
の
授
業
を
担
当
し
ま
し
た
。
授
業

担
当
ク
ラ
ス
は
小
学
校
6
年
生
で
、
も

ち
ろ
ん「
英
語
」で
英
語
を
教
え
ま
し
た
。

自
分
に
と
っ
て
は
大
き
な
挑
戦
で
し
た

が
、
現
場
の
先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト
や
小

学
生
が
楽
し
そ
う
に
参
加
し
て
く
れ
た

お
か
げ
で
な
ん
と
か
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
4
年
次
に
教
育
実
習
を
控

え
て
い
る
私
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
経

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

3
つ
目
は
現
地
の
文
化
や
暮
ら
し
に

興
味
を
持
っ
た
か
ら
で
す
。
オ
ー
ロ
ラ

鑑
賞
（
私
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
…
）

や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
サ
ウ
ナ
の
よ

う
に
、
現
地
で
し
か
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
を
や
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
友
人
と
オ
ー
ロ
ラ
を
見
る
た
め

に
何
度
も
森
の
中
を
ハ
イ
キ
ン
グ
の
よ

う
な
感
覚
で
鑑
賞
す
る
の
に
最
適
な
場

所
を
探
索
し
た
り
、
現
地
の
友
達
の
家

に
常
設
さ
れ
て
い
る
サ
ウ
ナ
を
一
緒
に

お
酒
を
飲
み
な
が
ら
入
る
等
と
い
う
貴

重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
出
身
地
と
し
て
も

有
名
な
国
な
の
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
は
今

ま
で
の
中
で
一
番
伝
統
的
な
も
の
を
感

じ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
ま
た
、
日
本

人
学
生
と
一
緒
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
各

地
を
旅
行
し
ま
し
た
。

　

た
っ
た
半
年
と
い
う
短
い
期
間
で
し

た
が
、
そ
の
中
で
た
く
さ
ん
の
国
の
友

人
を
つ
く
り
、
楽
し
み
、
本
当
に
充
実

し
た
日
々
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

日
本
へ
の
帰
国
か
ら
と
っ
く
に
1
年
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
今
で
も
当
時
の
友

人
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
留
学
が
私
の
大
学
院
進
学
と
い
う
目

標
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
は
こ

の
目
標
の
実
現
に
向
け
て
努
力
を
惜
し

ま
ず
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

英
語
専
攻
3
年

門
脇
　
輔 

さ
ん

札幌大学後援会だより（3）第52号 2019年3月31日 札幌大学後援会だより 第52号（2）2019年3月31日

ラップランド大学のキャンパス

各国の留学生たち

フリーアナウンサー

奈良　愛美 さん
（札幌大学女子短期大学部
平成4年度卒業）



札
大
入
学
前
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

志
望
で
し
た
！

　

札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
で
学
び

ま
し
た
。
思
い
起
こ
し
て
み
る
と
、
学

校
祭
や
卒
業
旅
行
な
ど
、
友
だ
ち
と
過

ご
し
た
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
養
成
と

い
う
面
で
、
あ
の
頃
の
経
験
が
今
の
仕

事
に
生
き
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
私
の
職
業
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
で
す
。
現
在
、
仕
事
の
場
は
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
が
中
心
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
地
方
自
治

体
や
企
業
団
体
の
各
種
式
典
や
イ
ベ
ン

ト
、
結
婚
式
な
ど
に
お
け
る
司
会
業
も

大
切
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。

　

早
く
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
志
し
て

い
た
私
は
、
高
校
時
代
は
放
送
部
に
所

属
し
、
短
大
時
代
に
は
街
頭
放
送
の
会

社
で
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
経
験
も
積
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
卒
業
後
、
札
大
へ
の

編
入
学
を
希
望
し
て
い
た
ん
で
す
が
、

願
い
叶
わ
ず
、
急
遽
就
職
活
動
す
る
こ

と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
、
各
放
送

局
で
は
新
卒
が
条
件
で
し
た
の
で
、
既

卒
者
扱
い
に
な
る
私
は
、
希
望
が
閉
ざ

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
札

大
の
サ
ー
ク
ル
の
先
輩
か
ら
、
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
事
務
所
で
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
が
あ
る
と
教
え
ら
れ
、
す
ぐ
に
応
募
。

合
格
し
て
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

努
力
も
し
ま
し
た
が
、
出
会
い
と

幸
運
か
ら
道
が
開
け
ま
し
た
！

　

事
務
所
で
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

と
し
て
の
基
礎
を
一
か
ら
学
び
ま
し
た
。

最
初
は
戦
隊
ヒ
ー
ロ
ー
や
ア
ン
パ
ン
マ

ン
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
で
司

会
の
お
姉
さ
ん
も
や
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
人
前
で
話
す
良
い
練
習
に
な
り

ま
し
た
ね
。
と
は
言
っ
て
も
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
と
な
れ
ば
、
や
は
り
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
で
仕
事
を
し
た
い
と
い
う

の
が
本
望
。
数
々
の
オ
ー
デ
シ
ョ
ン
を

受
け
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
合
格
で
き

ず
に
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
時
、
運

命
的
な
偶
然
も
あ
っ
て
、
S
T
V
ラ
ジ

オ
の
看
板
番
組
「
日
高
晤
郎
シ
ョ
ー
」

の
9
代
目
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
抜
擢
さ
れ

ま
し
た
。
実
は
8
代
目
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
選
考
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
一
度
落
ち

た
経
緯
や
、
初
の
ラ
ジ
オ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

獲
得
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
の
番
組
で
晤

郎
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
ゲ
ス

ト
の
方
々
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
私
の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
人

生
の
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

1
年
半
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
番
組
を
卒
業
し
ま
し
た

が
、最
後
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
「
原

稿
を
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
け
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
、
時
間
を
見
つ
け
て

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
ス
キ
ル
の
向
上
に
励
み

ま
し
た
。
そ
の
積
み
重
ね
で
、
現
在
に

至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
番
組
に
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。

周
囲
に
対
す
る
感
謝
を
忘
れ
ず
、

豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
！

　

人
と
の
出
会
い
、
交
流
の
中

か
ら
多
く
の
幸
運
に
恵
ま
れ
た

私
は
、
周
囲
に
対
す
る
感
謝
が

最
も
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
大
学
時
代
の
友
人
と
は
今

で
も
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
合

い
、
近
況
を
報
告
し
合
う
仲
で

す
。
ま
た
、ラ
ジ
オ
が
好
き
で
、

私
の
良
き
理
解
者
で
も
あ
る
両

毎回ご好評いただいている卒業生インタビュー。今回はフリーアナウンサーとして幅広く活
躍されている『奈良愛美さん』にご登場いただきました。私たちの抱くイメージでは華やか
な世界を想像しがちですが、お話をうかがうと、その裏には大変な努力精進がありました。
そんな奈良さんにこれまでの歩み、そしてこれからについて語っていただきました。

親
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
心
の
支
え
で

あ
り
、
掛
け
替
え
の
な
い
存
在
で
あ
る

夫
と
子
ど
も
。
さ
ら
に
仕
事
で
出
会
っ

た
多
く
の
人
た
ち
。
そ
の
全
て
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
と
い
う
仕
事
に
限
ら
ず
、
こ
れ

か
ら
社
会
人
と
し
て
の
船
出
が
待
っ
て

い
る
皆
さ
ん
に
も
、
人
と
の
出
会
い
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
切
に
願
い
ま

す
。
よ
り
多
く
の
経
験
を
通
し
て
、
自

分
の
ペ
ー
ジ
を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
そ
れ
が
将
来
、
必
ず
役
に
立
つ
時

が
来
る
で
し
ょ
う
。

O
B
と
し
て
、
後
輩
の
皆
さ
ん
に

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

札
幌
大
学
に
は
、
日
頃
の
講
義
や
ゼ

ミ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

さ
ら
に
は
留
学
制
度
等
々
、
貴
重
な
経

験
を
得
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
利
用
し

な
い
な
ん
て
、
も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
。

私
が
在
学
し
て
い
た
当
時
と
比
べ
る

と
、
施
設
も
格
段
に
充
実
し
ま
し
た
ね
。

学
生
の
夢
を
応
援
し
て
く
れ
る
学
び
舎

で
す
か
ら
、
自
ら
の
可
能
性
を
信
じ
て
、

豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
過
ご
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

今
年
の
就
職
戦
線
も
い
よ
い
よ
本
格
化
し
始
め
ま
し
た
。
本
年
度
も
札
幌
大
学
で

は
校
内
で
会
社
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
1
2
0
社
あ
ま
り
の
企
業
の
参

加
が
あ
り
、
多
く
の
学
生
が
熱
心
に
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

●
開
催
日
／
2
0
1
9
年
2
月
25
日
〜
28
日
　
計
4
日
間

●
場
所
／
札
幌
大
学
2
号
館

就
職
活
動
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

札
幌
大
学「
企
業
研
究
会
」開
催

新たな環境へ果敢に挑戦
学生支援部　学生支援課　就職担当　笹川繁子係長

　ここ数年で本学学生の間にも「売り手市場」という言葉が浸透し、新聞等で報道され
ている大学新卒内定率の高数値にも、さほど驚かない環境になりつつもあります。この
機運に乗じ初動が早い学生は、自分なりの「職業観」を見つけようと2・3年生からイン
ターンシップに参加し、社会に対する視野を広げる活動を積極的に行っています。また、
道外での就職活動数も年々増加しており、新たな環境へ果敢に挑戦する姿が目に付くよ
うになりました。
　しかし、効率だけを重視する学生も増え、数多くの企業と接触するよりも、同時進行
で受験する企業を1・2社程度にとどめています。そのため、内定獲得ができない場合、
新たな企業を探しに説明会参加し、振り出しに戻る姿も目立ってきました。
　なかなか内定に繋がらない学生にこそ、早めに就職スタッフとの個人面談をお勧めし
ています。今までの活動内容を一緒に振り返りながら、「自分を知ること」「会社を知る
こと」を深め、「今まで知らなかったけど興味のある仕事」などの気付きに繋げます。
面談を重ねることは一見効率が悪いように思えますが、徐々に気持ちや意欲が醸成し、
流れ作業の就活から自らの意思で取り組む就活に切り替わり、内定に結びつくケースが
増加します。
　昨年度も個人面談と就職講座を重点的に行い、内定率も90％を超えました。今年度も、
昨年度とほぼ同じ数値で終えそうです。しかし内定がゴールではなく、社会に定着する
ことが重要だと考えます。1年生から面談できますので、早くから自分のキャリアにつ
いて考えたいときは利用してください。我々は、就職情報社サイトやSNSなど情報過多
の環境に振り回されないよう、早期から意思・意欲を育む支援を行ってまいります。
　卒業後もキャリアサポートセンターでの個人面談や既卒者可の求人票閲覧などが可能
です。いつでも気軽に相談に来てくれることを切に願っております。

内

定

者

リ

ポ

ー

ト

就
職
活
動
で
大
切
な
の
は
自
己
ア
ピ
ー
ル

　

私
は
高
校
の
頃
か
ら
目
指
し
て
い
た
「
出
版
業
に
携

わ
る
職
に
就
く
」
と
い
う
夢
を
目
標
に
、
就
職
活
動
に

励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
私
は
1
年
生
か
ら
そ
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
出
版
に
関
す
る
経
験
を
積
ん
で
お
き
た
い
と

思
い
、「
S
U
e
e
t
s
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
に
入
り
ま

し
た
。
S
U
e
e
t
s
と
は
学
内
で
発
行
し
て
い
る
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
製
作
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

サ
ー
ク
ル
で
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
や
企
画
、
取
材
及
び
編
集
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
4
年
間
、
私

は
主
に
取
材
と
原
稿
を
執
筆
す
る
こ
と
を
中
心
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
で
大
切
な
の
は
自
己
ア
ピ
ー
ル
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
実
際
に
私
が
就
職
活
動
を
し
て
き
た
中

で
も
、
そ
れ
は
一
番
大
切
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
が
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

も
よ
り
ま
す
が
、
就
職
活
動
で
は
何
十
人
、
何
百
人
も
の
ラ
イ
バ
ル
と
競
争
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
中
で
競
走
を
勝
ち
抜
き
、
企
業
が
取
り
た
い
と
思
う
よ
う
な
人
材
に
な
る
た
め
に
は
、
自
分
に
し
か
な

い
「
何
か
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
私
の
そ
の
「
何
か
」
は
、
S
U
e
e
t
s

で
の
4
年
間
の
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
S
U
e
e
t
s
で
は
自
分
が
普
段
関
わ
る
こ
と
の
な
い
学
校
の
生
徒

や
先
生
、
サ
ー
ク
ル
に
つ
い
て
詳
し
く
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
自
分
一
人
で
は
行
く
こ
と
の

な
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
映
画
の
試
写
会
な
ど
に
も
足
を
運
ぶ
機
会
が
あ
り
、
自
分
の
見
聞
を
広
め
ら
れ
ま

し
た
。
原
稿
を
書
く
と
い
う
事
や
取
材
を
す
る
と
い
う
実
践
的
な
経
験
の
他
に
、
自
分
を
人
間
と
し
て
成
長

さ
せ
る
よ
う
な
経
験
も
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
学
内
で
行
わ
れ
る
「
道
新
就
活
講
座
」
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
3
年
生
の
12
月

に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
4
年
生
か
ら
始
ま
る
就
職
活
動
に
役
立
つ
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
自

己
ア
ピ
ー
ル
や
志
望
動
機
を
ど
う
い
う
考
え
の
も
と
に
書
い
た
ら
い
い
の
か
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
就
職
活
動
の
参
考
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
何
を
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
人
は
ま
ず
こ

の
講
座
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

4
月
か
ら
は
盛
岡
タ
イ
ム
ス
社
で
本
格
的
に
社
会
人
と
し
て
の
新
し
い
人
生
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
の

生
活
の
中
で
も
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
を
生
か
し
て
頑
張
っ
て
少
し
で
も
会
社
に
貢
献
が
で
き
る
よ
う

な
社
員
の
一
員
に
な
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
状
に
満
足
せ
ず
、
新
し
い
目
標
を

　

4
年
次
の
6
月
に
第
一
希
望
で
あ
っ
た
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会
か
ら
内
定
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
私
の

就
職
活
動
に
つ
い
て
、
書
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
3
年
生
の
11
月
頃
か
ら
就
職
活
動
は
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
最
初
、
私
は
特
に
入
社
し
た
い
会
社
や
、
気
に
な
る
業
種
も
無
か
っ
た
の
で
最
初
は
学
内
で
行
わ
れ
て
い

る
セ
ミ
ナ
ー
や
、
学
外
の
企
業
説
明
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
色
々
な
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
く
中
で
、「
北
海
道

を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
会
社
」
で
働
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
情
報
解
禁
の
3
月
ま
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
参
加
や
セ
ミ
ナ
ー
が
無
い
日
で
も
学
校
の
パ
ソ
コ
ン

で
業
界
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
情
報
解
禁
で
あ
る
3
月
1
日
を
迎
え
本
格
的
に
就
職
活
動
は
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
私
の
場
合
は
、
準
硬
式
野
球
部
の
主
務
活
動
を
行
い
な
が
ら
の
就
職
活
動
だ
っ
た
の
で
バ
ス
の
手
配
や
部
費

の
管
理
等
を
行
い
な
が
ら
の
就
職
活
動
は
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況
の
中
で
も
、
挫
け
ず
に
部
活
動
、
就
職
活

動
に
取
り
組
め
た
の
は
大
き
な
目
標
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

私
の
場
合
、
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業
の
話
を
聞
く
中
で
「
北
海
道
に
貢
献
で
き
る
会
社
で
働
き
、
世
界
中
の
人

達
に
北
海
道
を
、
知
っ
て
も
ら
い
町
全
体
を
活
性
化
さ
せ
た
い
」
と
い
う
思
い
を
強
く
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

3
月
か
ら
の
3
ヶ
月
間
は
色
ん
な
学
生
や
就
職
担
当
の
方
と
出
会
う
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
が
一

番
に
感
じ
た
の
は
私
が「
井
の
中
の
蛙
」状
態
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
3
月
ま
で
の
準
備
期
間
学
内
の
セ
ミ
ナ
ー

は
勿
論
、
学
外
の
セ
ミ
ナ
ー
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
多
少
の
自
信
を
持
っ

て
就
職
活
動
に
挑
み
ま
し
た
が
、
周
り
の
学
生
は
も
っ
と

早
い
段
階
で
準
備
を
進
め
、
何
社
も
エ
ン
ト
リ
ー
を
し
て

い
る
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
私
は
そ
の
瞬
間
、
今
ま

で
気
づ
き
上
げ
た
自
信
は
打
ち
下
さ
れ
ま
し
た
。な
の
で
、

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
し
て
い
く
学
生
は
今
の
現
状
に

満
足
せ
ず
新
し
い
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
み
、
理
想
の

自
分
に
な
る
た
め
に
は
今
何
を
す
る
べ
き
か
考
え
な
が

ら
残
り
の
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日本語・日本文化専攻4年　

髙橋　瑞季さん
（内定先：盛岡タイムス社事務職）

英語専攻4年

白石　一喜さん
（内定先：ホクレン）

就
活
直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
得
た

経
験
を
P
R
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
、
就
職
・
転
職
・
進

学
情
報
を
発
信
し
て
い
る
大
手
広
告
会
社
に

行
き
、
3
ヵ
月
と
い
う
長
期
に
渡
っ
て
、
現

場
を
目
の
当
た
り
に
出
来
た
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
1
0
0

人
規
模
の
学
生
を
集
客
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
、

企
画
立
案
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、そ
の
難
し
さ
や
苦
労
と
と
も
に
、

終
了
後
の
充
実
感
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
就
活
で
は
企
業
に
対
し
、
こ
の
経
験

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
と
い
う
の

も
、
私
は
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を
し
て
こ
な

か
っ
た
の
で
、
面
接
の
際
に
聞
か
れ
る
こ
と
の

多
い
、「
学
生
時
代
に
何
を
し
て
き
ま
し
た
か
」

と
い
っ
た
質
問
に
、
こ
れ
と
い
っ
た
回
答
が
で

き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

後
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
経
験
を
自
己
P
R

の
ネ
タ
と
し
て
話
せ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
就
職
活
動
を
控
え
て
い
る
後
輩
の

皆
さ
ん
に
は
、
今
か
ら
体
調
管
理
に
気
を
つ

け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
社
会
人
に
な
る
と
、

時
間
の
使
い
方
は
学
生
時
代
の
よ
う
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
今
の
う
ち
か
ら
、
規
則
正
し
い

生
活
習
慣
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

歴史文化専攻3年

若原　裕一郎さん

経営学専攻3年

大澤　瑠乃さん

社
会
人
に
な
っ
て
後
悔
し
な
い

よ
う
に
、
全
力
で
取
り
組
み
た

い
で
す
ね
。

　

本
格
的
な
就
職
活
動
に
突
入
し
て
い
く
本

年
。
今
は
セ
ミ
ナ
ー
や
合
同
企
業
説
明
会
に

出
席
し
、
情
報
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
。
私

は
中
学
時
代
か
ら
大
学
生
と
な
っ
た
今
も
演

劇
を
や
っ
て
お
り
、
人
と
接
す
る
こ
と
や
大

勢
の
前
で
話
す
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
い
っ
た
経
験
や
特
技
を
活
か
し
た

い
の
で
、
職
種
と
し
て
は
営
業
職
や
総
合
職

な
ど
が
適
性
に
合
っ
て
い
る
の
か
な
と
考
え
、

そ
れ
を
軸
に
企
業
研
究
し
て
い
ま
す
。
社
会

人
に
な
っ
て
も
、
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
も
充
実
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
福
利
厚
生
面
に
も
注
視
し
て
い
ま
す
。

休
日
を
し
っ
か
り
と
れ
る
こ
と
は
条
件
の
一
つ

で
す
ね
。
内
定
を
獲
得
し
た
あ
と
に
、「
こ
ん

な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
い
う
後
悔
だ
け
は

し
な
い
よ
う
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
つ

も
り
で
す
。
そ
の
た
め
、
納
得
の
い
く
ま
で
企

業
研
究
を
し
、
面
接
で
は
企
業
側
と
と
こ
と

ん
話
し
合
い
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
就
職
活
動
に
取
り
組
む
後
輩
の
皆

さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
し
た
ら
、
今
か

ら
新
聞
を
読
む
習
慣
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
。

1
人
の
大
人
と
し
て
、
常
に
社
会
情
勢
は
把

握
し
て
お
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
、
自
分
の
ペ
ー
ジ
を

増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
ね

留
学
リ
ポ
ー
ト

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・

ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
大
学
へ

留
学

　

私
は
2
年
時
の
秋
セ
メ
ス
タ
ー
に
て
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
大
学

で
半
年
間
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
大
学
に
は
ア
ジ
ア

圏
（
日
本
、
中
国
、
台
湾
、
香
港
、
韓

国
な
ど
）
か
ら
の
留
学
生
も
い
ま
し
た

が
、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
ド
イ
ツ
、
イ

タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
オ
ラ

ン
ダ
な
ど
）
か
ら
勉
強
し
に
来
て
い
る

留
学
生
が
多
か
っ
た
で
す
。
今
振
り
返

る
と
、
国
際
色
豊
か
な
環
境
で
生
活
し

て
い
た
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
留
学
し
た
目

的
は
主
に
3
つ
あ
り
ま
す
。
1
つ
目
は

自
分
の
英
語
力
（
特
に
リ
ス
ニ
ン
グ
と

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
）
を
向
上
さ
せ
る
た
め

で
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
第
一
言
語
は

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
す
が
、
生
活
す
る

う
え
で
は
英
語
で
十
分
事
足
り
る
く
ら

い
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
は
英
語
が
流
暢

で
す
。
留
学
中
は
日
本
人
学
生
の
数
が

少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
日
常

的
に
英
語
を
用
い
て
い
ま
し
た
。
加
え

て
、
言
語
に
関
し
て
は
英
語
以
外
に
も
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
や
オ
ラ
ン
ダ
語
、
韓

フラットメイトとの生活

国
語
を
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
国
の
人
と
の
関
わ
り
が
、
広

く
言
語
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と

に
つ
な
が
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。「O

ral 
skills

」
と
い
う
授
業
は
英
会
話
能
力
の

向
上
を
図
り
、「E

nglish Phonetic 
and Pronunciation

」
で
は
英
語
の
発

音
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

2
つ
目
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育
制

度
や
教
育
の
在
り
方
を
学
ぶ
た
め
で
す
。

卒
業
後
は
北
海
道
教
育
大
学
大
学
院
へ

の
進
学
を
し
、
そ
の
後
英
語
教
員
と
し

て
働
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
だ

け
で
は
な
く
、
違
う
国
の
教
育
に
も
目

を
向
け
て
真
摯
に
学
び
た
い
と
思
っ
た

こ
と
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
留
学
を
し
よ

う
と
考
え
た
最
大
の
理
由
で
す
。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
は
国
際
学
力
比
較
調
査

「
P
I
S
A
」
で
毎
回
上
位
に
位
置
し
て

お
り
、
学
力
世
界
一
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
事
実
か
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

教
育
の
シ
ス
テ
ム
の
勉
強
や
教
育
実
習

に
ト
ラ
イ
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
強
く
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実

際
に
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
大
学
に
て
教
育
に

関
す
る
授
業
を
履
修
し
、
現
地
の
小
学

校
で
20
回
に
わ
た
る
授
業
観
察
と
6
回

英
語
の
授
業
を
担
当
し
ま
し
た
。
授
業

担
当
ク
ラ
ス
は
小
学
校
6
年
生
で
、
も

ち
ろ
ん「
英
語
」で
英
語
を
教
え
ま
し
た
。

自
分
に
と
っ
て
は
大
き
な
挑
戦
で
し
た

が
、
現
場
の
先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト
や
小

学
生
が
楽
し
そ
う
に
参
加
し
て
く
れ
た

お
か
げ
で
な
ん
と
か
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
4
年
次
に
教
育
実
習
を
控

え
て
い
る
私
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
経

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

3
つ
目
は
現
地
の
文
化
や
暮
ら
し
に

興
味
を
持
っ
た
か
ら
で
す
。
オ
ー
ロ
ラ

鑑
賞
（
私
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
…
）

や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
サ
ウ
ナ
の
よ

う
に
、
現
地
で
し
か
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
を
や
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
友
人
と
オ
ー
ロ
ラ
を
見
る
た
め

に
何
度
も
森
の
中
を
ハ
イ
キ
ン
グ
の
よ

う
な
感
覚
で
鑑
賞
す
る
の
に
最
適
な
場

所
を
探
索
し
た
り
、
現
地
の
友
達
の
家

に
常
設
さ
れ
て
い
る
サ
ウ
ナ
を
一
緒
に

お
酒
を
飲
み
な
が
ら
入
る
等
と
い
う
貴

重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
出
身
地
と
し
て
も

有
名
な
国
な
の
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
は
今

ま
で
の
中
で
一
番
伝
統
的
な
も
の
を
感

じ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
ま
た
、
日
本

人
学
生
と
一
緒
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
各

地
を
旅
行
し
ま
し
た
。

　

た
っ
た
半
年
と
い
う
短
い
期
間
で
し

た
が
、
そ
の
中
で
た
く
さ
ん
の
国
の
友

人
を
つ
く
り
、
楽
し
み
、
本
当
に
充
実

し
た
日
々
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

日
本
へ
の
帰
国
か
ら
と
っ
く
に
1
年
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
今
で
も
当
時
の
友

人
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
留
学
が
私
の
大
学
院
進
学
と
い
う
目

標
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
は
こ

の
目
標
の
実
現
に
向
け
て
努
力
を
惜
し

ま
ず
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

英
語
専
攻
3
年

門
脇
　
輔 

さ
ん

札幌大学後援会だより（3）第52号 2019年3月31日 札幌大学後援会だより 第52号（2）2019年3月31日

ラップランド大学のキャンパス

各国の留学生たち

フリーアナウンサー

奈良　愛美 さん
（札幌大学女子短期大学部
平成4年度卒業）
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仲
間
と
一
緒
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
創
設
し
、
倉
島
監
督
（
当
時

は
鬼
の
倉
島
と
い
っ
て
い
た
が
）
の
も
と
で
旭
丘
高
校
の
体
育
館
を
借

り
て
夜
遅
く
ま
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
環
境
で
私
の
人
間
力
の

土
台
が
創
ら
れ
た
よ
う
で
、
い
つ
も
「
札
幌
大
学
」「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
」
を
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

開
校
の
1
9
6
7
年
4
月
は
出
来
立
て
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
大
学
で
し
た
が
、

サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、
体
操
ダ
ン
ス
、
器
械
体
操
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

の
活
躍
で
道
内
の
大
学
ス
ポ
ー
ツ
界
に
一
躍
札
幌
大
学
の
名
を
と
ど
ろ

か
し
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
活
躍
の
効
果
も
あ
り
、
仲
間
た
ち

が
多
く
入
学
し
て
き
ま
し
た
。

　

体
育
連
合
会
は
開
校
の
翌
年
に
部
活
動
の
統
括
・
推
進
の
た
め
発
足

し
ま
し
た
。
大
学
の
発
展
と
共
に
成
長
を
続
け
北
海
道
の
学
生
ス
ポ
ー

ツ
を
牽
引
し
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
背
景

に
は
、熱
心
に
指
導
さ
れ
る
先
生
、そ
れ
に
応
え
て
熱
い
汗
を
流
す
部
員
、

環
境
整
備
等
で
暖
か
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
職
員
、
後
輩
の
た
め
に
熱
い
応

援
と
援
助
す
る
O
B
・
O
G
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
全
体
を
円
滑
に
進
め

る
連
合
会
、
こ
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
記
念
す
べ

き
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

札
幌
大
学
ス
ポ
ー
ツ
発
展
の
推
進
役
で
あ
る
体
育
連
合
会
の
役
割
は

益
々
重
要
に
な
っ
て
来
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
外
活
動
は
集
団
生
活
の

中
で
自
分
を
知
り
、
仲
間
を
知
り
、
基
本
動
作
を
学
ん
で
人
間
力
を
養

う
こ
と
が
出
来
る
大
変
重
要
な
場
で
す
。
今
後
も
札
幌
大
学
の
発
展
そ

し
て
連
合
会
の
発
展
の
為
に
ご
尽
力
を
い
と
わ
な
い
姿
勢
を
貫
く
こ
と

で
、
ど
う
か
後
輩
に
い
い
形
で
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
し
て
さ
ら
に
発
展
さ

れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

後
援
会
と
し
ま
し
て
も
、
課
外
活
動
へ
の
援
助
を
支
援
の
柱
と
し
て

経
年
的
に
補
助
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
で
き
る
限
り
の
ご
協
力
を

積
極
的
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
今
後
と
も
札
幌
大
学
体
育
連
合
会
の
益
々
の
ご
成
長
・
ご

発
展
を
心
よ
り
祈
念
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

札
幌
大
学
体
育
連
合
会
が
本
年
度
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
平

成
30
年
11
月
30
日
（
金
）、
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌

を
会
場
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
記
念
祝
賀
会
に
猪
狩
会
長
が
出
席
し
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
50
周
年
を
記
念
し
て
発
刊
の
「
羊
群
」
に
寄
稿

し
た
挨
拶
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

札
幌
大
学
体
育
連
合
会
創
立
50
周
年
に
寄
せ
て

�

札
幌
大
学
後
援
会　

会
長　

猪
狩
哲
夫

　

札
幌
大
学
体
育
連
合
会
の
創
立
50
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ま
た
、
創
立
以
来
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
50
周
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
体
育
連
合
会
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

当
時
を
顧
み
ま
す
と
、
私
も
札
幌
大
学
の
一
期
生
で
あ
り
入
学
当
時

砂
利
道
を
バ
ス
で
通
っ
て
い
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

今
の
よ
う
な
ワ
ン
マ
ン
バ
ス
で
は
な
く
車
掌
も
乗
っ
て
お
り
ま
し
た
。

車
通
学
の
学
生
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
、
す
ぐ
満
員
に
な
り
毎
日
の

よ
う
に
臨
時
バ
ス
が
出
て
い
る
の
は
い
つ
も
の
光
景
で
し
た
。
当
時
建

物
は
1
号
館
だ
け
で
し
た
。
体
育
館
は
な
く
先
輩
は
い
な
く
何
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先
生
・
職
員
・
我
々

学
生
の
間
に
垣
根
は
な
く
一
緒
に
な
っ

て
札
幌
大
学
を
創
り
上
げ
て
い
く
の
だ

と
い
う
、
明
る
い
希
望
・
夢
が
あ
り
、

ま
さ
し
く
「
生
気
あ
ふ
れ
る
開
拓
者
精

神
」
が
芽
生
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

後
援
会
か
ら

　3月になり、日ごとに春の訪れを感じられるようになりました。進学、卒業、
就職の皆様には心よりお祝い申しあげます。今年は、元号が平成から新元号へ
変わり4月には発表があるようです。インターネット、AI（人工知能）、キャッ
シュレス、2020年東京オリンピックに 2025年大阪・関西万博、社会は急速
に変化していきます。昭和生まれの人は、“昔の人”と呼ばれないか心配です（年
代にもよりますが…）。
　最近、“脳トレ”という言葉をよく耳にします。少し前の事ですが TVで脳ト
レの番組があり、北海道の村を 8ヶ所答えるものでした。「8ヶ所も村がある
の？」私の心の声、家族でしばし頭をしぼり頑張ってみましたが、7ヶ所しか
挙げられませんでした。本当に脳を活性化することの必要性を実感しました。
ちなみに、現在、15の村が北海道にあります。興味がありましたら是非挑戦し
てみてください。（㊟インターネットでの検索は、最終手段にしてください。）
　後援会だより52号は、国内外で活躍する課外活動、フィンランド留学リポー
ト、3・4年次生の就職活動成果、放送局で働く卒業生インタビュー等々、盛沢
山にできあがり、取材にご協力いただいた皆様、ありがとうございました。	

（M. M）

編集後記

平成30年度　課外活動への補助一覧
平成31年2月現在

交付団体名 大　会　名 補助対象期間 支出金額

空手道部 第62回全日本学生空手道選手権大会 6/23〜 6/24 12,000

弓道部 第66回全日本学生弓道選手権大会
第49回全日本学生弓道遠的選手権大会

8/12〜 8/17 234,000

剣道部 第66回全日本学生剣道優勝大会 10/26 〜 10/29 120,000

第 37回全日本女子学生剣道優勝大会 11/9 〜 11/12 108,000

硬式庭球部 全日本学生テニス選手権大会（男子86回/女子62回） 8/11〜 8/15 45,000

平成 30年度全日本学生室内テニス選手権大会 11/23 〜 11/28 33,000

ゴルフ部 2018年度（第72回）日本学生ゴルフ選手権競技 8/20〜 8/24 15,000

サッカー部 第54回全国社会人サッカー選手権大会 10/19 〜 10/21 162,000

平成 30年度第 67回全日本大学サッカー選手権大会 12/10 〜 12/13 300,000

女子サッカー部 第27回全日本大学女子サッカー選手権大会 12/22 〜 12/25 288,000

第 19回大学女子サッカー地域対抗戦2019 2/24 〜 2/28 90,000

柔道部 平成30年度全日本学生柔道優勝大会 6/22〜 6/24 114,000

平成 30年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会 9/7 〜 9/9 9,000

平成 30年度全日本学生柔道体重別選手権大会 9/28〜 9/30 117,000

準硬式野球部 第70回全日本大学準硬式野球選手権大会 8/18〜 8/22 342,000

第 36回全日本大学9ブロック対抗準硬式野球大会 11/8 〜 11/12 60,000

スケート部 第91回日本学生氷上競技選手権大会（ホッケー部門） 12/24 〜 12/27 192,000

卓球部 第88回全日本大学総合卓球選手権大会・団体の部 7/12〜 7/14 144,000

第 85回全日本大学総合卓球選手権大会（個人の部） 10/25 〜 10/27 81,000

平成 30年度全日本卓球選手権大会（一般・ジュニア
の部）

1/15〜 1/17 9,000

男子バレーボール部 第37回東日本バレーボール大学選手権大会 6/20〜 6/23 228,000

第71回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手権
大会ミキプルーンスーパーカレッジバレー2018

11/26 〜 11/28 189,000

男女バドミントン部 第6回全日本学生バドミントンミックスダブルス選手
権大会

8/9 〜 8/11 36,000

女子バドミントン部 第69回全日本学生バドミントン選手権大会 10/12 〜 10/16 150,000

ハンドボール部 平成30年度東日本学生ハンドボール選手権大会 8/15〜 8/18 288,000

平成 30年度全日本学生ハンドボール選手権大会 11/9 〜 11/11 171,000

北海道学生ハンドボール選抜チーム第7回欧州遠征 2/21〜 3/2 216,000

ラグビー部 第69回全国地区対抗大学ラグビーフットボール大会 1/1 〜 1/3 270,000

陸上競技部 第40回北日本学生陸上競技対校選手権大会 6/28〜 7/3 360,000

第 87回日本学生陸上競技対校選手権大会 9/5 〜 9/9 90,000

チアリーディング部 第30回全日本学生チアリーディング選手権大会 12/14 〜 12/16 27,000

震災ボランティア 平成30年度震災ボランティア 8/30〜 9/3 75,000

厚真町震災ボランティア
9/19〜 9/21
9/26 〜 9/28

51,000

稲邉　雄大 第52回宮様チャリティーボウリング大会 11/23 〜 11/26 12,000

小計 4,638,000

交付団体名 文化系サークル補助金 補助対象期間 支出金額

アマチュア無線部 道内のアマチュア無線家との交流 50,000

映画研究会 自主制作映画の撮影 50,000

写真部 卒業記念写真展 50,000

アビーロード音楽研究部 合同ライブ 50,000

料理同好会 地域のお祭りに参加 50,000

アニメーション部 アニメーション制作 50,000

文芸部 ポストカードを作成 50,000

ジャズ研究会 合宿と定期演奏会 50,000

自然保護研究会 意見交換会の記録 50,000

小計 450,000

補助金支出合計 5,088,000

キ ャ ン パ ス カ レ ン ダ ー

1日（月）春学期ガイダンス・
オリエンテーション（～4/4）

5日（金）春学期授業（～8/7）

6日（土）入学式

6日（月）開学記念日

11日（土）第1回オープンキャンパス

21日（金）大学祭（～6/24）

23日（日）第2回オープンキャンパス
（大学祭同時開催）

31日（水）春学期補講日

4日（日） 第3回オープンキャンパス

8日（木） 夏期休業（～9/18）

2日（月） 春学期卒業発表

9日（月） 秋学期集中講義（～9/14）

19日（木） 秋学期ガイダンス・
オリエンテーション（～9/20）

21日（土） 秋学期授業（～2/3）

21日（土） 春学期卒業証書・学位記授与式

28日（土） 第4回オープンキャンパス

4日（金） スペシャルデイズ（～10/6）

19日（土） 課外活動・アクションプログラム
特別推薦入学試験10月日程

23日（土） 推薦・特別入学試験（～11/24）
自己推薦特別入学試験A日程
課外活動推薦特別入学試験A日程
（～11/24）

14日（土） 自己推薦特別入学試験B日程
課外活動推薦特別入学試験B日程

24日（火） 冬期休業（～1/5）

18日（土） 大学入試センター試験（～1/19）

22日（水） 秋学期補講日（～1/23）

5日（水） 一般入学試験（A日程）

2日（月） 秋学期卒業発表

6日（金） 一般入学試験（B日程）

7日（土） 自己推薦特別入学試験C日程
課外活動推薦特別入学試験C日程

14日（土） 第5回オープンキャンパス

20日（金） 秋学期卒業証書・学位記授与式

23日（月） 自己推薦特別入学試験D日程

4

5
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7

8

9
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11

12

1

2
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2019.4〜2020.3

2019年度　札幌大学保護者懇談会

開催地 実施会場 開催月日

札　幌 札幌大学 6 ／  1（土）

北　見 ホテルロイヤル北見 8 ／ 31（土）

旭　川 アートホテル旭川 9 ／  1（日）

釧　路 ANAクラウンプラザホテル釧路 9 ／  7（土）

帯　広 ホテルグランテラス帯広 9 ／  8（日）

札　幌 札幌大学 9 ／ 14（土）

青　森 ホテル JAL シティ青森 9 ／ 22（日）

函　館 フォーポイントバイシェラトン函館 9 ／ 23（月・祝）

苫小牧 グランドホテルニュー王子 9 ／ 29（日）

　保護者懇談会は、学生の就職状況、修学状況、学生生活等についてご説明することにより、

大学へのご理解を深めていただくことを目的に、札幌会場をはじめ、道内７会場及び青森に

おいて開催いたします。

　改めて開催案内をお送りいたしますので、大学における様々な施策・活動へのご理解をい

ただくため、是非ともご出席くださいますようよろしくお願いいたします。

保護者懇談会

入学式

オープンキャンパス

オープンキャンパス

卒業式

北
海
道
学
生
リ
ー
グ
で
春
・
秋
の
大
会
を
連
覇
！！

欧
州
遠
征
に
も
選
抜
さ
れ
、
い
ま
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
熱
い
！！

　
札
幌
大
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
躍
動
し

て
い
ま
す
。
2
0
1
8
年
北
海
道
学
生
春

季
リ
ー
グ
戦
に
お
い
て
創
部
30
年
に
し
て

初
優
勝
。
そ
の
勢
い
で
秋
季
リ
ー
グ
で
も

優
勝
し
、
見
事
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

近
年
の
強
さ
の
ワ
ケ
に
迫
り
ま
す
。

監
督
に
就
任
さ
れ
た
当
時
の
部
は
、
ど
の
よ
う

な
状
態
で
し
た
か
？

福
田
　
当
時
は
部
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低

か
っ
た
の
で
、
学
生
一
人
ひ
と
り
と
話
し
合
い
ま

し
た
。
う
る
さ
い
く
ら
い
「
一
緒
に
頑
張
ろ
う
」

と
訴
え
か
け
て
、
意
識
づ
け
と
い
う
か
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
力
を
入
れ
ま
し
た
ね
。

強
く
な
っ
た
現
在
は
、
部
員
の
皆
さ
ん
が
自
主

的
に
練
習
に
参
加
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

菜
原
　
私
が
入
部
し
た
頃
、
チ
ー
ム
は
2
部
の

最
下
位
で
し
た
が
、
大
学
の
強
化
策
に
よ
り
、

多
く
の
後
輩
が
入
部
し
、
実
践
的
な
練
習
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
昨
年

度
の
優
勝
だ
と
思
い
ま
す
。
部
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
も
強
さ
の
要
因
で

す
が
、
ゲ
ー
ム
形
式
の
実
践
的
な
練
習
で
は
、

監
督
が
コ
ー
ト
に
入
ら
れ
て
、
具
体
的
な
指
導

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
の
両
面
が
あ
っ
た

か
ら
強
く
な
れ
た
と
思
い
ま
す
。

塚
本
　
私
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
フ
ロ
ー
タ
ー
と
い

う
オ
フ
ェ
ン
ス
の
要
な
ん
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ

監
督
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
局
面
が
あ
り
ま
す
。
自
主
性
と
い
う
意
味

で
は
、
試
合
中
も
メ
ン
バ
ー
同
士
で
考
え
て
ゲ
ー

ム
を
組
み
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す

ね
。

小
柳
　
私
の
場
合
は
、
先
ず
体
育
館
で
練
習
で

き
る
環
境
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
高
校
時
代
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
高
い
の
は
、
恵
ま
れ
た
環
境
が
整
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

優
勝
し
た
こ
と
で
追
う
チ
ー
ム
か
ら
追
わ
れ
る

チ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
マ
ー
ク
も
き

つ
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
心
構

え
で
練
習
や
試
合
に
臨
み
た
い
で
す
か
？

菜
原
　
優
勝
が
決
ま
っ
た
時
、
私
は
嬉
し
く
て

泣
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
優
勝
し
て
自
分
た
ち

学
生
の
自
主
性
と
監
督
の
具
体
的
な

指
導
が
強
さ
の
秘
密
！

優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
の

強
さ
の
背
景
に
は
、何
か
秘
密
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？

福
田　

ひ
と
つ
は
私
が
各
高
校
に
出
向
き
、
課

外
活
動
推
薦
枠
を
利
用
し
て
、
優
秀
な
学
生
に

入
っ
て
も
ら
う
な
ど
強
化
策
を
図
っ
た
こ
と
。

も
う
一
つ
は
、
大
学
の
課
外
活
動
と
し
て
、
あ

く
ま
で
も
教
育
の
一
環
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

学
生
が
自
発
的
に
練
習
に
参
加
し
、
勝
つ
た
め

に
ど
の
よ
う
な
練
習
を
す
れ
ば
い
い
か
、
自
主

的
に
考
え
て
も
ら
う
よ
う
に
努
め
た
点
で
す
ね
。

押
し
付
け
ら
れ
て
す
る
の
で
は
な
く
、
能
動
的

な
取
り
組
み
姿
勢
が
、
社
会
で
は
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
そ
こ
に
力
を
入
れ
た
結
果
だ
と

思
い
ま
す
。

が
一
番
上
に
い
る
と
思
わ
ず
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て

き
た
こ
と
を
継
続
し
た
い
で
す
ね
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
ゼ
ロ
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新

た
な
ス
タ
ー
ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
田
　
菜
原
君
の
泣
く
姿
を
見
て
、
私
も
思
わ

ず
も
ら
い
泣
き
し
ま
し
た
。
最
後
の
試
合
で
優

勝
が
決
す
る
状
況
で
し
た
の
で
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
は
ね
除
け
て
の
勝
利
は
格
別
の
感
慨
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
学
生
に
は
喜
ぶ
の
は
今
日

だ
け
で
、
明
日
か
ら
ま
た
切
り
替
え
て
い
こ
う

と
言
い
ま
し
た
。

塚
本
　
優
勝
し
た
こ
と
に
満
足
す
る
の
で
は
な

く
、常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

試
合
の
な
い
時
期
は
個
人
で
練
習
し
て
い
る
の

で
、
私
は
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
追
わ
れ
る
立
場
に
な
っ
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

感
じ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
や
る
べ
き

こ
と
を
や
れ
ば
、
強
い
チ
ー
ム
で
あ
り
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

福
田
　
塚
本
君
は
昨
年
度
の
大
会
で
M
V
P
に

も
選
ば
れ
ま
し
た
。

塚
本　

だ
か
ら
こ
そ
、
今
後
も
そ
の
栄
誉
に
恥

じ
な
い
プ
レ
ー
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
柳
　
今
回
も
メ
ン
バ
ー
の
1
人
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
が
、
先
輩
た
ち
の
作
り
上
げ
た
チ
ー

ム
を
継
承
し
て
い
く
の
が
自
分
た
ち
の
責
任
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
優
勝
は
先
輩
た
ち
の
実
績

な
の
で
、
私
た
ち
は
私
た
ち
な
り
に
、
今
度
は

イ
ン
カ
レ
で
1
勝
す
る
と
か
、
さ
ら
に
上
を
目

指
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

追
わ
れ
る
立
場
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と

し
て
、
欧
州
遠
征
に
出
発

こ
の
た
び
、
北
海
道
学
生
選
抜
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
に
、
菜
原
さ
ん
と
塚
本
さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
ね
。

福
田
　
北
海
道
で
取
り
組
ん
で
い
る
強
化
策
で
、

他
大
学
を
含
め
、
選
抜
し
た
学
生
を
私
が
監
督

と
し
て
引
率
し
て
行
く
の
で
す
が
、
貴
重
な
機

会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
異
文
化
交
流
と
い
う

面
で
、
世
界
の
広
さ
、
国
際
性
を
養
っ
て
も
ら

う
の
が
狙
い
で
す
。
今
回
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
ス
ペ

イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
）
に
遠
征
す
る
予
定
で
す
。

菜
原
　
初
の
海
外
な
の
で
見
聞
を
深
め
た
い
と

い
う
希
望
と
同
時
に
、
親
善
試
合
を
通
じ
て
得

た
経
験
を
、
帰
っ
て
き
た
ら
国
内
の
試
合
に
生

か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
欧
州
の
体
の
大

き
な
選
手
と
試
合
し
て
、
ど
の
く
ら
い
通
じ
る

か
楽
し
み
で
す
ね
。

塚
本
　
海
外
の
選
手
と
試
合
す
る
と
い
う
経
験

は
最
初
で
最
後
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
実
力
の
違

い
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
楽
し

み
で
し
ょ
う
が
な
い
で
す
。

小
柳
　
今
回
は
遠
征
に
参
加
し
ま
せ
ん
が
、
今

後
を
引
き
継
ぐ
後
輩
と
し
て
、
個
性
の
強
い
1
、

2
年
生
部
員
を
一
つ
に
ま
と
め
、
道
内
大
会
で

の
連
勝
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
カ
レ
の
1
勝
を
目

指
し
た
い
で
す
ね
。

監
督
か
ら
最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

福
田
　
ど
こ
に
出
し
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
人

間
を
育
成
す
る
と
い
う
目
標
で
指
導
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
遠
征
で
は
、
後
援
会
様
か
ら
多
大

な
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
に
は
保
護

者
の
皆
さ
ま
に
対
す
る
感
謝
を
忘
れ
な
い
で
、

日
々
の
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

福田　大樹 さん
学生支援部学生支援課　
就職担当
ハンドボール部監督

菜原　康希 さん
ハンドボール部キャプテン
経済学専攻4年

塚本　崇斗 さん
経済学専攻4年

小柳　星斗 さん
現代教養専攻3年
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